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01研究の背景とねらい

2026 Yamagata Prefectural Education Institute



継続的なICT利活⽤に関する調査研究

令和3年度から、ICT利活⽤をテーマとした調査研究を継続的に実施

令和3‧4年度
「令和時代のスタンダードとしての学校ICT環境における児童⽣徒の学び」

令和5‧6年度
「ICT利活⽤による学校教育の質の⾼まりに関する研究」

→「⼭形県ICT活⽤4次元モデル」や「ICT活⽤授業報告」を作成し、
  Webページ等で公開してきた。

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
4



令和7年度の新たな調査研究テーマ

今年度は「伴⾛型⽀援」の効果検証に焦点を当てている

研究テーマ
 ICT利活⽤による学校教育の質の⾼まりに関する研究 -伴⾛型⽀援による検証-

研究期間
 1年間

研究⽬的
 これまでの研究成果を活⽤しながら、学校現場に寄り添う「伴⾛型⽀援」を
⾏い、その効果を具体的に検証する

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
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02調査研究の概要
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令和7年度 調査研究の3つの柱

伴⾛型⽀援による
検証

各種事業における
⽀援の効果検証

学習者⽤デジタル
教科書の普及

クラウド活⽤と
初任者研修

教育センターの
研修における

ICT利活⽤

研修の⾼度化と
横展開

2026 Yamagata Prefectural Education Institute

学校に伴⾛
リーダーに伴⾛

初任者に伴⾛ 受講者に伴⾛
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柱①

伴⾛型⽀援による
検証

各種事業における
⽀援の効果検証

2026 Yamagata Prefectural Education Institute

学校に伴⾛
リーダーに伴⾛

カリキュラムサポート事業
 継続型サポート‧訪問サポートなど、学校等から
の依頼に応じて指導主事を派遣し、校内研修等を⽀
援する事業

県⽴中学‧⾼校ICT教育推進事業
‧県ICT教育先進校、推進重点校
‧県ICT教育推進委員、校内ICT教育推進担当者
に対する、計画的‧組織的な⽀援事業
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柱②

学習者⽤デジタル
教科書の普及

クラウド活⽤と
初任者研修

2026 Yamagata Prefectural Education Institute

初任者に伴⾛

アプローチ①
 クラウドを活⽤した関連情報の整理‧共有

アプローチ②
 初任者研修を核とした、個々の状況に応じた普及
活動
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柱③

2026 Yamagata Prefectural Education Institute

受講者に伴⾛

アプローチ①
 教育センター主催の様々な研修において、1⼈1台
端末やクラウド等のデジタル学習基盤を積極的に活
⽤し、各学校での活⽤を促進する

アプローチ②
 ①を実現するために、研修での好事例を担当者会
で共有し、他の研修へ横展開する仕組みを構築する

教育センターの
研修における

ICT利活⽤

研修の⾼度化と
横展開
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03調査研究で得られた成果や知⾒
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調査研究で得られた成果や知⾒

1 「県ICT教育推進協議会」参加教員の変容

2 教育センターの研修と訪問サポートの連携

3 教育センター内での情報共有、事例の横展開

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
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調査研究で得られた知⾒

1 「県ICT教育推進協議会」参加教員の変容

2 教育センターの研修と訪問サポートの連携

3 教育センター内での情報共有、事例の横展開

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
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県⽴中学‧⾼校ICT教育推進事業の全体像

階層的な⽀援体制を構築し、県全体のレベルアップを図っている

ICT教育先進校 (1校)

校務効率化や⽣成AI活⽤等の
先進事例を創出‧発信

ICT教育推進重点校 (3校)

校内の研修体制を確⽴し、
学校全体のICT活⽤⼒を向上

県ICT教育推進委員 (8名)

先進事例及び各授業実践の
研究、普及⽅法の研究

2026 Yamagata Prefectural Education Institute

校内ICT教育推進担当者 (各校1〜2名)

⾃⼰のスキルアップ、
校内へのICT活⽤の推進
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県ICT教育推進委員会、推進協議会の運営

推進委員会 (YamagataPACE 8名)

6⽉ 【第1回】Gemini研修、推進協議会運営⽅針検討

7⽉

【第1回】⽣成AI活⽤研修、教科別分科会 9⽉

【第2回】NotebookLM研修、推進協議会①準備

12⽉【第2回】実践事例の発表‧共有、ワークショップ

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
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【第3回】Canva研修、推進協議会②準備10⽉

2⽉ 【第4回】GAS研修、実践事例の整理‧公開準備

推進協議会 (各校1〜2名)

各校での⽣成AI活⽤

ファシリテーター
として参加

事例収集

ファシリテーター
として参加



県ICT教育推進協議会 事後アンケート結果

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
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2026 Yamagata Prefectural Education Institute

Nano Banan Pro による⽣成
17

事後アンケートの分析
 「コルトハーヘンの⽟ねぎモデル」をも
とに、⽣成AI（NotebookLM）を活⽤して
分析を⾏った。

 ⾏為志向の省察
   ↓  どの程度踏み込んでいるか
 意味志向の省察



協議会参加教員の振り返り①

「信念」に関する記述
● ⽣成AIはあくまでもツールであり、使う側に⽬的がはっきりしていることが

重要だということを改めて認識しました。
● AIが得意な⾼速化‧⾃動化を活⽤して何をさせたいのかを明確にしているこ

とで活⽤のアイディアが⽣まれてくる。
● ハルシネーションが⽣じる前提で、⽣成AIの⽣成物と向き合い、ファクト

チェックすることの必要性を学びました。
● AIを使うことが⽬的ではなく、AIを使って学習が定着することが⼤事であ

り、⽬的によってはAIに拘る必要はない。
● 「学ぶとは何なのか」や「⽣成AIと現実世界と⾃⼰の接続」について、引き

続き考えていきたい。

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
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協議会参加教員の振り返り②

「アイデンティティ」に関する記述
● 指導ツールとしての使⽤ではなく、⾃⾝や⽣徒の学びのツールとしての使⽤

を探っていくとともに、AI時代における新たな授業デザインを考えたい。
● ⽣成AIを⽣徒も活⽤できる状況になり、教員側も考え⽅を変えていかないと

いけない状況なのだと感じました.
● 「⽣徒にどう使わせるか」より「⾃分が効果的に使えるようになる」ことが

先だと感じました。
● AIに対して躊躇いがあったが、「とりあえず使ってみる‧遊んでみる」精神

が⼤事だと思えるようになりました。
● ⾃分もAIと仲良くして、まずは⾃分が使う⼈になりたいと思います。

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
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協議会参加教員の振り返り③

「使命」に関する記述
● 教育の魅⼒や教育者としての魅⼒を⾒失わないように、これからも現場で⽣

徒と向き合っていきたいと感じました。
● AIを通じて⾃分⾃⾝の時間を増やし、浮いた分の労⼒や時間を授業準備や⽣

徒理解に充てて、⽣徒に還元していきたい。
● 単に答えを得るのではなく、本当に⼤切なことを⾃分で考え、その結論に

責任を持たなければならないような⼒を⽣徒につけさせたい。
● ⽣成AIを⽣徒に伝えていくとともに、将来的にどのような世界になるか、ど

のような⼈材が求められるかを考えさせていきたい。
● ⽣成AIが社会に浸透する中で、教員は今後の教育現場が担う役割について

しっかり考えていく必要がある。

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
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2026 Yamagata Prefectural Education Institute
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Nano Banan Pro による⽣成

ALACTモデルを活⽤した考察

1.教科別分科会の効果
 実践に基づく対話が⾏われたことに
より「本質的な諸相の⾃覚」や「⾏為
の選択肢の創造」が促進された
2.学びのサイクルの確⽴
 第1回と第2回の間に「試⾏（各学校
での実践）」が⾏われ、理想的な学び
のサイクルが⽣まれた



調査研究で得られた知⾒

1 「県ICT教育推進協議会」参加教員の変容

2 教育センターの研修と訪問サポートの連携

3 教育センター内での情報共有、事例の横展開

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
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令和７年度の訪問サポート（ICT関連）

2026 Yamagata Prefectural Education Institute

1 6⽉ ⾼校 ⽣成AI

2 6⽉ ⾼校 ⽣成AI

3 7⽉ ⼩‧中学校 ICT活⽤

4 8⽉ ⾼校 ICT活⽤

5 10⽉ ⾼校 Canva

6 10⽉ ⾼校 ⽣成AI

7 11⽉ ⾼校 ⽣成AI

8 11⽉ 中学校養護教諭 ⽣成AI, Canva

9 11⽉ ⾼校 ⽣成AI

10 11⽉ 特別⽀援学校 ICT活⽤

11 11⽉ ⾼校 ⽣成AI

12 2⽉ ⾼校 研究発表会

13 2⽉ ⾼校 ⽣成AI

14 2⽉ ⾼校養護教諭 ICT活⽤

‧教育センターの研修等がきっかけで、訪問サポートにつながった例が増えた
‧⾼校への訪問が中⼼
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訪問サポートでの気づき（校内研修の有⽤性）

リバースメンタリングの効果
• ベテランへの効果: 若⼿から最新のICT活⽤法を学ぶことで、ベテラン教員は⾃
⾝の古い指導法や固定観念を捨て去る「Unlearn（学習棄却）」が促され、変化
への対応⼒（Change Agility）を⾼めることができる。
• 若⼿への効果: メンターを任されることで、⾃⾝の専⾨性が組織に貢献している
という実感が得られ、⾃⼰効⼒感が⾼まる。

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
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⼼理的安全性の確保
‧失敗が許容され、互いに尊重し合う環境（学習コミュニティ）は、教員の⾃⼰
効⼒感を⾼める。 



調査研究で得られた知⾒

1 「県ICT教育推進協議会」参加教員の変容

2 教育センターの研修と訪問サポートの連携

3 教育センター内での情報共有、事例の横展開

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
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調査研究ICT担当者会での情報共有

研修での好事例を担当者会で共有し、他の研修へ横展開する仕組みを構築

2026 Yamagata Prefectural Education Institute

担当者
 11名 （教育センター各課から参加）
回数
 ⽉２回程度
内容
 「伴⾛型⽀援による検証」「学習者⽤デジタル教科書の普及」「教育セン
ターの研修におけるICT利活⽤」の３分野について、各担当者から報告‧情報交
換‧協議
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特別⽀援学校の研修におけるICT活⽤

普段ICTに触れる機会が少ない教員層にも、研修での活⽤体験が有効である

背景: 
⾼等学校の研修では以前からGoogle Classroom等が活⽤されてきた

新たな取り組み: 
特別⽀援学校の研修においても、Google Workspaceを活⽤した研修運営を推進

効果: 
普段ICTをあまり使っていない学校の先⽣⽅にとって、研修で便利さを体感するこ
との意義は⼤きく、活⽤意欲の向上に繋がっている

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
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04学習者⽤デジタル教科書の普及

2026 Yamagata Prefectural Education Institute



【Ｒ６調査研究を通して】
  ① 使⽤できる状況に⾄る⾒通しを⽰す
  ② よりよい活⽤⽅法について情報提供する

（情報を⼀元的に提供）↓（専⽤クラウドで周知）

「⼭形県⼩学校外国語教育ハンドブック」の
表紙に⼆次元コードを貼って配付する

“教師⽤”ではなく“学
習 者 ⽤”であることを
強調します。

  どのような情報を
得 ることができるか
明⽰します。

  ⼩中義‧特別⽀援学
校の各校で活⽤できる
ことを⽰します。

  ⽂部科学省の情報
を⼀元化しているこ
とを伝えます。

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
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１ 調査講座： ⼩中義‧特 初任研「第１回県教育センターにおける研修」（５⽉）

２ 回答⼈数： ⼩学校‧義務教育学校（前期）１２６名
        中学校‧義務教育学校（後期） １０名
        特別⽀援学校（⼩学部）    １１名  計１４７名

３ 使⽤状況：

  使⽤できる  ３２名（２１.８％）

  使⽤できない  ３名（ ２.０％）

  分からない １１２名（７６.２％）

Ｒ７状況調査「英語（外国語）の『学習者⽤デジタル教科書』の使⽤について」

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
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「学習者⽤デジタル教科書」に関⼼をもち、所属校での使⽤につながるように

　

使用できない　

分からない　

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
31



Ｒ６「学習者⽤デジタル教科書の効果‧影響等に関する実証研究事業」（⽂部科学省）

③ 事例動画（※YouTubeにリンク）

② 授業改善事例集① リーフレット 
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１ 調査講座： ⼩義特 初任研「第２回県教育センターにおける研修」（７⽉末）

２ 回答⼈数： ⼩学校‧義務教育学校（前期）１２６名
        特別⽀援学校（⼩学部）    １１名  計１３７名

３ 使⽤状況：

  使⽤できる  ５６名（＋２４名）

  使⽤できない １３名（＋１０名）

  分からない  ６８名（－４４名）

Ｒ７状況調査「英語（外国語）の『学習者⽤デジタル教科書』の使⽤について」

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
33



やまがた県教育センター　 Yamagata Prefectural Education Institute

使用できない・分からないと回答した理由

外国語の授業を担当していないため
把握していない（最多）

↓
知られていない・共有されていない

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
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⼩義初任研「第３回県教育センターにおける研修」教科指導「外国語」（１１⽉）
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⼩義初任研「第３回県教育センターにおける研修」教科指導「外国語」（１１⽉）

36



「指導者用」「学習者用」を混同している?!

帝国書院HPより

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
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中義初任研「第３回県教育センターにおける研修」教科指導「外国語」（１１⽉）

授業や家庭での⾳読の場⾯で、
デジタル教科書の⾳声を聞きながら
既習や新出語句の発⾳を確認する。

↓
「個別最適な学び」の実現への可能性

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
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今後に向けて

「学習者用デジタル教科書」の

正しい認識
　

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
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① 初任者に配付する「⼭形県⼩学校外国語教育ハンドブック」の表紙に貼るシール

1⼈1台端末上で教科書を⾒る
（学習者⽤デジタル教科書）

〜事前登録‧実践集‧研修動画等
〜

（参考）⽂部科学省Webページ

“指導者⽤”と“学習者
⽤”を混同しないよう
に、「1⼈1台 端 末 上
で教 科 書を⾒る」こ
とを伝えます。

Ｒ７年度

② 中学校初任者に「学習者⽤デジタル教科書」を活⽤した学習指導案の作成
2026 Yamagata Prefectural Education Institute
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05まとめ、今後にむけて

2026 Yamagata Prefectural Education Institute



ICT利活⽤に関する伴⾛型⽀援のあり⽅

始める

試⾏錯誤する

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
42

３つの段階 それぞれに合った⽀援を 伴⾛型⽀援のSTEP

Partner

Start1

Try2

Expand3

伴⾛する（教育センター、指導主事）

広げる

🏃



ICT利活⽤に関する伴⾛型⽀援のあり⽅

始める 

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
43

Partner

Start1

伴⾛する（教育センター、指導主事）🏃

‧⼼理的安全性が確保された
 研修機会の確保
‧個別の困り感への共感
‧リバースメンタリング 等



ICT利活⽤に関する伴⾛型⽀援のあり⽅

試⾏錯誤する

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
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Partner

Try2

伴⾛する（教育センター、指導主事）🏃

‧実践を⾔語化し、意味づける
‧実践、省察、対話のサイクル
‧学びのコミュニティ形成 等



ICT利活⽤に関する伴⾛型⽀援のあり⽅

広げる

2026 Yamagata Prefectural Education Institute
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Partner

Expand3

伴⾛する（教育センター、指導主事）🏃

‧校内研修の設計⽀援
‧問いを共有する場づくり
‧管理職へのアプローチ 等



今後の展望
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TからSへ、TからEへ

Partner

Start1

Try2

Expand3

🏃 ①研修 等

②訪問サポート 等

②訪問サポート 等



参考⽂献

F.コルトハーヘン（編著）武⽥信⼦（監訳）（２０１０）
「教師教育学‐理論と実践をつなぐリアリスティック‧アプローチ‐」学⽂社

⽂部科学省「令和６年度 学習者⽤デジタル教科書の効果‧影響等に関する実証研究事業」
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/digital/1419745_00006.htm

光村図書「デジタル教材サポートサイト」
https://dt.mitsumura-tosho.co.jp/support/cloudsetting/

東京書籍「NEW HORIZON 英語の広場」
https://nh.tokyo-shoseki.co.jp/
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